
材
料［
４
人
分
］

❖
ト
ビ
ウ
オ
…
４
尾（
正
身
３
５
０
㌘
）

❖
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
…
各
少
々

❖
フ
ラ
イ
衣

　
小
麦
粉
…
大
さ
じ
２

　
卵
…
２
個

　
パ
ン
粉
…
60
㌘

❖
大
葉
…
４
枚

❖
梅
干
し
…
４
個

❖
レ
タ
ス
…
60
㌘

❖
ト
マ
ト
…
80
㌘

❖
油
…
適
量

ま
い
づ
る
レ
シ
ピ
帖

簡
単
レ
シ
ピ
で
手
軽
に
ヘ
ル
シ
ー

ト
ビ
ウ
オ
の

　
梅
し
そ
巻
き
フ
ラ
イ

作
り
方

①
大
葉
は
縦
半
分
に
切
る
。
梅
干
し
は
種
を

取
り
除
き
、包
丁
で
潰
す
。レ
タ
ス
は
大
き

く
ち
ぎ
る
。ト
マ
ト
は
く
し
形
に
切
る
。

②
ト
ビ
ウ
オ
は
頭
、え
ら
、内
臓
を
取
り
除
き
、

３
枚
に
お
ろ
す
。身
の
厚
い
中
心
部
を
縦
に

軽
く
切
れ
目
を
入
れ
る（
深
く
切
る
と
身
が

破
れ
る
の
で
注
意
）。身
を
横
に
置
い
て
、包

丁
の
背
で
軽
く
た
た
い
て
身
を
伸
ば
す
。こ

れ
を
８
枚
作
り
、塩
、コ
シ
ョ
ウ
を
振
っ
た

上
に
①
の
大
葉
を
１
枚
ず
つ
置
き
、潰
し
た

梅
干
し
を
塗
っ
て
く
る
く
る
と
巻
き
、巻
き

終
わ
り
を
下
に
し
て
置
く
。

③
ボ
ウ
ル
に
卵
を
し
っ
か
り
溶
く
。②
を
小

麦
粉
、卵
、パ
ン
粉
の
順
に
ま
ん
べ
ん
な
く

衣
を
付
け
る
。１
７
０
～
１
８
０
度
の
揚

げ
油
で
全
体
が
き
つ
ね
色
に
な
る
ま
で
揚

げ
る
。レ
タ
ス
を
敷
い
た
皿
に
盛
り
付
け
、

ト
マ
ト
を
添
え
る
。

残
っ
た
中
骨
も
か
ら
揚
げ
し
て
、塩
を
少
々

振
っ
て
骨
せ
ん
べ
い
と
し
て
食
べ
る
と
カ
ル
シ

ウ
ム
も
摂
取
で
き
て
食
品
ロ
ス
に
も
な
ら
ず
オ

ス
ス
メ
で
す
。

【
協
力
】谷
口
久
美
子（
食
生
活
指
導
士
）

１
人
分 

約
２
７
９
㌔
㌍　
塩
分
約
２
・
５
㌘

舞
鶴
の
食
材
…
ト
ビ
ウ
オ
、
レ
タ
ス
、
ト
マ
ト
、

卵
、
大
葉

の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、人
種
、信
条
、性
別
、

社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り（
中
略
）差
別

さ
れ
な
い
」と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、憲
法

で「
平
等
」を
規
定
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

現
実
の
社
会
で
は
、そ
れ
だ
け
で「
公
平
」が

実
現
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、人
種
や
性
別
・
出
身
地
な
ど
を
理

由
に
過
去
に
受
け
て
き
た
差
別
や
古
く
か
ら

の
慣
習
に
よ
っ
て
生
じ
た
社
会
的
格
差
、経

済
的
格
差
な
ど
は
、簡
単
に
な
く
な
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
障
害
を
持
っ
て
い

る
人
に
と
っ
て
は
、健
常
者
と
同
じ
条
件
で

は「
公
平
」に
社
会
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、一
定
規
模
以

上
の
企
業
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
、障
害

者
の
雇
用
を
法
律（
※
）で
義
務
化
す
る
な
ど
、

こ
う
し
た
不
公
平
性
を
埋
め
よ
う
と
す
る
積

極
的
な
格
差
の
是
正
施
策
が
と
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

目
指
す
は「
平
等
」な
権
利
の
上
に
成
り
立

つ「
公
平
」な
社
会
な
の
で
す
。

※
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

こ
の
よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
を
見
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
は
塀
越
し
に
景
色
を
見

て
い
る
人
た
ち
を
模
式
化
し
た
も
の
で
す
。

塀
が
高
い
の
で
踏
み
台
が
３
台
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
踏
み
台
を
３
人
で「
平
等
」に

分
け
た
の
が
上
の
イ
ラ
ス
ト
。で
も
、こ
れ
で

は
背
の
低
い
右
端
の
人
は
景
色
が
良
く
見
え

ま
せ
ん
。一
方
、踏
み
台
を
使
っ
た
後
の
条
件

が「
公
平
」に
な
る
よ
う
分
け
た
の
が
下
の
イ

ラ
ス
ト
で
す
。

ど
う
で
し
ょ
う
。「
平
等
」と「
公
平
」の
違

い
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？
も
ち

ろ
ん「
平
等
」が「
公
平
」に
な
る
場
⾯
も
多
く

あ
り
ま
す（
３
人
の
身
長
が
そ
ん
な
に
変
わ
ら

な
い
場
合
な
ど
）。し
か
し
、こ
の
イ
ラ
ス
ト

の
よ
う
に
、条
件
次
第
で
は「
平
等
」で
あ
っ

て
も「
公
平
」と
は
言
え
な
い
場
⾯
も
生
ま
れ

ま
す
。憲
法
第
14
条
は「
す
べ
て
国
民
は
、法

人
権
の
輪
平
等
と
公
平
の
違
い

 Vol.61

あ
な
た
の
意
見
や
感
想
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
！

広
報
ア
ン
ケ
ー
ト

【
広
報
ま
い
づ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
】

　
「
広
報
ま
い
づ
る
」の
内
容
の
満
足
度
は
、

次
の
う
ち
ど
れ
で
す
か
？

　
①
大
変
良
い　
②
良
い

　
③
不
満　
④
大
変
不
満

　

広
報
ま
い
づ
る
７
月
号
で
興
味
・
関
心
を

持っ
た
記
事
は
何
で
す
か
？

　
S
D
G
ｓ
の
記
事
を
読
ん
で
、あ
な
た
は

何
に
取
り
組
み
ま
す
か
？

【
応
募
方
法
】

「
は
が
き（
〒
6
2
5
‐
8
5
5
5（
住
所
不
要
）

舞
鶴
市
役
所
広
報
広
聴
課
あ
て
）」か「
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
応
募
フ
ォ
ー
ム（
左
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
）」で
①
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答 

②
住
所 

③
氏
名

（
ふ
り
が
な
）④
年
齢 

⑤
電
話
番
号 
⑥
広
報
紙
や

市
政
へ
の
ご
意
見
な
ど
を
記
入
し
、７
月
26
日
㈪

（
消
印
有
効
）ま
で
に
広
報
広
聴
課
へ
。

※
応
募
は
１
人
１
通
。当
選
者
は
全
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
い
た
だ
い
た
人
の
中
か
ら

抽
選
で
決
定
。発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

※
い
た
だ
い
た
感
想
、ご
意
見
は
、匿
名
で
広

報
紙
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
．

２
．

３
．

B
バ フ ト

AXT-H
ハ ニ ー

ONEY 純生ハニー
アイスミルクセット

（抹茶味3個、プレミアムプレーン味3個）

ウズベキスタン産天然純粋非加熱生はちみつと
「貴族のミルク」と呼ばれる希少種ガンジー牛の
ミルクで作った「純生ハニーアイスミルク」。舞鶴
とウズベキスタンの交流を祈念して舞鶴の植和
田園の高級抹茶をふんだんに利用したはちみつ
抹茶アイス。無添加低カロリーです！舞鶴とウズベ
キスタンのコラボをぜひ堪能してください。

今 月 の プ レ ゼ ン ト

10名

【提供】TOKU株式会社
（東京都中野区白鷺1-30-7、☎03・5327・8705）

全
国
大
会
等
出
場
者
、蛇
笏
賞
受
賞
者
を
紹
介

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

☆
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

第
70
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

　

ス
キ
ー
競
技　

ア
ル
ペ
ン 

大
回
転

　
（
2
月
７
日
～
10
日
、長
野
県
）

　

谷
口
大
海（
福
知
山
成
美
高
１
年
、青
葉
中
出
身
）

☆
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会

　

ア
ル
ペ
ン
種
目

　
（
３
月
９
日
～
12
日
、長
野
県
）

　

谷
口
大
海

☆
J
S
B
A
全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手
権
大
会

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ク
ロ
ス
競
技

　
（
３
月
10
日
、長
野
県
）

　

横
木
將
人

☆
全
国
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

春
季
水
泳
競
技
大
会　

２
０
０
m
平
泳
ぎ

　
（
３
月
13
日
～
14
日
、和
歌
山
県
）

　

山
﨑
穂
乃
花（
⻄
舞
鶴
高
２
年
）

☆
全
国
中
学
生
軟
式
野
球
大
会

　
（
３
月
20
日
～
21
日
、千
葉
県
）

　

鶴
友
ク
ラ
ブ

（
以
上
敬
称
略
）

※
い
ず
れ
も
学
年
は
大
会
時
点
の
も
の

蛇だ
こ
つ
し
ょ
う

笏
賞

　

大
石
悦
子（
舞
鶴
市
出
身
）

句
集『
百ひ

ゃ
く
て
ん囀』が
俳
句
界
で
最
も
権
威
が
あ
る

と
さ
れ
る
蛇
笏
賞
を
受
賞
。

　
　

  （
以
上
敬
称
略
）

植和田さん

　蛇笏賞を受賞でき
たことは素直にうれ
しく、とても光栄に
思います。故郷の舞
鶴からもたくさんお祝いのメッセージが
届き、感謝の気持ちでいっぱいです。
　俳句は、西舞鶴高校時代に先輩の影響
で始め、その面白さにのめり込みました。
面白さの一つが、俳句は作って終わりで
はないということ。作者が作句時に気付
かなかったことに読者が気付き、世界を
広げる。読者によって作句時に想像して
いた以上の句になるのです。
　私にとって俳句とは「生きた証」です。
日々俳句を詠むことで人生が積み重ねら
れ、つながっていきます。その時感じた
ことを形に残すことで、当時の自分を感
じることができます。
　舞鶴でも俳句の活動をしている方々が
おられます。故郷でもそうした人たちが
増えていることをうれしく思います。

大石　悦子 さん

蛇笏賞受賞
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